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第 5報 育苗期の遮光・短日処理が花芽分化に及ぼす影響
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月13日 に葉齢 6に達した苗 (当年苗一大苗),当年 5月 下1 は じ め に
旬に鉢受けして 6月 13日 に葉齢 4に達した南 (当年苗―小

寒冷地において秋期にイチゴを生産する作型の確立を目
苗)及び前年 7月 に鉢受けしたランナーをボット育苗のまま

的として,イ チゴの花芽分化に及ぼす環境要因の影響を調
越冬させた苗 (越年苗)を供試した。越年苗においては春に査している。本報では,遮熱性フィルムを用いた遮光・短

日処理が花芽分化に及ぼす影響を検証した。        出雷した花房は摘除し,株当り芽数を2,葉数を 6と した。

花芽分化誘起処理方法及び期間は図 1に示したとおりで2試 験 方 法
ある。定植後の花芽発達について調査した。
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図 1 各試験区における花芽分化誘起処理方法の概要
○液肥最終追肥 ◎定植  二== 暗黒低温処理 (15℃ ,15日 間)
opcn:無被覆 85%:ホ ヮイトシルバー遮光用 (東罐興産い)に より85%遮光
8hDLト ーカン :ホ ヮイトンルバー100(100%遮 光,東罐興産m)により短日処理,明期 8時間 (9時～17時 )

+暗期16時間
8hDLビアレス :ビアレスフィルム (100%遮光タイブ, 日本ピアレスエ業閉)に より短日処理,明期 8時間 (9時

～17時)+暗期16時間
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3 試験結果及び考察

各処理区の育苗期の被覆方法の違いが植物体温に及ぼす

影響を図 2に示した。85%遮光を行なうことにより (A,
D区),遮光しない場合 (E区)に比較 して,日 中の植物
体温が 1～ 2℃低く推移した。夜温はほぼ同じであった。
一方,短日処理を行なったB,c区では日没から日の出ま
で19～21℃で推移し,無処理のE区より約 2℃高かった。
日の出から暗期終了時まで,及び暗期開始時から日没まで
の間,密閉 トンネル内である程度の体温上昇が生じたが24
℃以上になることは少なかった。この間,B区の体温が C
区に比較して高く,こ れはB区で用いた資材の遮熱性がC
区に比較してやや低いためと考えられた。全処理区におい

て処理期間中の平均体温は21～ 22℃ とみられた。

縫晃足螢蒼芳慧将F」 [香畠そな最も場震 %先L無効株  図
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が発生したが,その頻度は0～ 17%に 過ぎず,ほ とんどの

株では3種の供試苗とも9月 上旬に出雷し,その後 9月 中1

旬に第 1花開花,10月 下旬に収穫開始となった。これは,

遮光・ 遮熱フィルム利用方法の違いが育苗期 (7/05
～7/15)の植物体温の日変化に及ぼす影響
生長点付近の体温を熱電対によって測定。
A～ Eは試験区を示す。図 1を参照。
←'は B, C区の短日処理の明期を示し, こ
の間のB,C区の体温はE区に等しい。
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表 1 遮光・遮熱フィルム利用方法の違いが花芽分化誘起効果と処理有効株の花房の生長に及ぼす影響 (当年苗一人苗)

z暗黒低温処理期間以前に花芽分化したと見なされる株
y花芽分化誘起処理期間に花芽文化したと見なされる株
x花芽分化誘起処理によって花芽分化が誘起されなかった株

表2 遮光・遮熱フィルム利用方法の違いが花芽分化誘起効果と処理有効株の花房の生長に及ぼす影響 (当年苗―小苗)

z,y,x 表 1を参照。

表 3 遮光・遮熱フィルム利用方法の違いが花芽分化誘起効果と処理有効株の花房の生長に及ぼす影響 (越年苗)

処理区名 睡率的
早
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処
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9/051■ 18
8/306± 09
9/037■ 08
9/073■ 13
9/090± 23

9/156± 18
9/074± 15
9/116± 12
9/163± 16
9/204± 27

10/250± 32
10/120± 18
10/125± 35
10/240± 18
10/274± 35

311■ 23
230■ 27
260± 19
287± 50
353± 2 9

処理区名 興率∽

早
株 ］黎∽

処
株

処理無効 処 理 有 効 株
株  率
(%)
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(月 /日 )
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9/043■ 14
9/034■ 08
9/035± 08
9/025± 13
9/049± 15

9/141■ 18
9/125± 11
9/121± 10
9/112■ 22
9/135± 20

10/211± 27
10/177=22
10/190± 22
10/166± 33
10ノ/214± 28

275± 26
318± 29
318± 15
287■ 27
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∽
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9/070± 07
9/042± 06
9/061■ 04
9/092■ 06
9/114± 07

9/172± 09
9/149± 08
9/160± 06
9//200■ 08
9/216± 08

10/262± 13
10/211± 16
10/241± 13
10/308± 09
1/014± 07

202± 09
236■ 1 5
203■ 13
215± 10
226± 10

z,y,x 表 1を参照。
w株当り2芽仕立てとしたため,第 1芽のデータを示した。

出奮期が10月 下旬～11月 となる無処理のポット育苗栽培の

花芽発達経過より明らかに早く,個体間のばらつきも小さ
いので,本実験の遮光処理は単独で花芽分化誘起効果を有
するものと考えることができた。対照区としたE区 (暗黒
低温処理区)では花芽分化は暗黒低温処理期間の後半,す
なわち7月 27日 ～7月 30日 頃に花芽分化が確定すると考え

られる。したがってA,E区の処理有効株の出雷日の比較
から,A区の花芽分化期は7月 27日 前後と考えられ,前処
理速光期間を含めた遮光処理開始後約39日 と推定された。
本実験を実施した1991年が比較的冷夏であったことを考
慮しても,処理有効株率が高く,さ らに本方法が非常に省
力的であることから,特に冷涼地域においては遮光処理は
実用的な技術であるものと考えられた。
次に短日処理を行ったB,C区 については,両区とも全
株が処理有効株となり,出奮日もほぼ同一であった。A区
と比較するとB,C区の出苦日が数日 (1～ 5日 )早 く,
短日処理は単独の遮光処理に比較してやや早く花芽分化を

誘起するものと考えられた。対照区のE区との出奮日の比
較から,短日処理区での花芽分化期は7月 24日前後.短日
処理開始後22日 頃と推定された。
暗黒低温処理を行なったD.E区ではA,B,C IXに 比
較して出奮日が数日遅くなる傾向があり,これは設定 した
処理期間の違いによるものと考えられた。D区では若千の
早期出書株がみられ,そ の出曹目が 8月 15日 前後であるこ

第 2芽は数日遅れて出曹し,ほぼ同数の花数を有する。

とから前処理遮光期間に花芽分化したものと考えられた。
また,D区の出苦期はE区より約2日早く,前処理速光が
花芽分化に促進的な効果を持つことが確認された。しかし
ながら,高頻度で早期出苦株が出現することは,実用上必
ずしも有利ではなく,過度に前処理期間を延長することは
避ける必要があるものと考えられた。
また,本実験では,越年苗,当年苗 (大苗),当年苗 C/ヽЭ
の3種の苗を供試したが,こ れらの各処理に対する反応性
の差異についてみると,越年苗では花芽分化効果は安定 し
ていたが,出雪以後の花芽発達が当年苗に比較して数日遅
れることが観察された。当年苗の大苗と小苗の比較では,
D.E区で小苗のはうが出曹が早く,これらの現象は花芽発
達速度に前のagingや活性が関与する可能性を示唆した。

4 ま と め

以上のように盛岡の気象条件では,6月 中旬から8月 下
旬に44日 間遮光処理を行なうか,あ るいは7月上旬から8
月上旬まで30日 間短日処理を行なうことで,省力的.省エ
ネルギー的にイチゴ品種 `女峰'の花芽分化を誘起するこ
とができ,10月 中旬からの収穫が可能となることを明らか
にした。その際,用いる苗は越年苗でも可能である。越年
苗の利用は,当年苗の早期確保が困難な場合に有効である
と考えられた。
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